
 

 

 

 

 

 

 
アメリカ・ペンシルベニア州立インディアナ大学 Indiana University of Pennsylvania (IUP)は宮崎大学と

大学間交流協定を締結しています。このプログラムは、オンラインで行われる集中英語クラスのプログ

ラムです。昨年 8 月～11 月、今年 1 月～4 月（現在 8 名参加中！）に実施されたバーチャル英語クラス

の 2021 年夏期 Ver.です。 

 
【プログラム概要】 

このバーチャル英語クラスは、英語力の向上とアメリカの学術文化理解を目的としたプログラムです。 

このプログラムでは、CEFR B1*¹レベルの学生を対象としています。 

英語でのプレゼンテーションの授業やリーディング、ライティング等の授業が受けられます。 

授業以外の時間も現地学生がチューターとしてつき、プレゼンやディスカッションの練習をしたり、課題

をチェックしてくれる時間もあるようです！ 

過去の参加者によると、内容も充実しているととても好評のプログラムです！ 

*¹CEFR B1≒TOEFL iBT42～71, TOEIC(R&L) Total 550～780, IELTS 4.0～5.0 

 
【スケジュール】 

毎週月曜日～木曜日 10:00-11:15am (ET=アメリカ東部時間(UTC-4))サマータイム実施期間中 

※日本時間 23:00pm-00:15am 

 
【プログラム費用】 

１クラス受講＝250USD／２クラス受講＝350USD 
（支払日のレートで変動します。Flywire を通してのお支払い。） 

※プログラム修了者には受講料の一部を本学より支援する予定です！（詳細決定後、通知します！） 

 
 
【募集・申込】 

◆募集人数：無制限！！ 

 
 
 
 
 

【募集締切】    202１年４月２１日(水) 17時まで 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

申請・お問い合わせ先 

国際連携課留学交流係 

担当：土屋 

TEL：0985-58-7134 FAX：0985-58-7782 

Email：ryugaku-s@of.miyazaki-u.ac.jp  

英語のレベルが不安な場合は

コーディネーターが在籍して

いますので、いつでもご相談 

ください＾＾ 

前回(2020 秋・2021春)参加学生や IUP担

当者も相談に乗ってくれますので、いつで

もお気軽にご連絡ください＾＾ 

◆申込書類 

・申請書 

・パスポートのコピー 

・成績証明書（英文） 

・英語能力証明書（※提出可能な方のみ） 
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IUP バーチャル英語クラス 

参加者の感想 

Academic Literacyという授業は Readingと Writing中心だが、先生の話を聞いたりクラス

メートと話したりすることで Speakingと Listeningを鍛えることができた。英語のレベルは宮

崎大学の英語授業と同じくらい。ACE Tutoringという授業も取った。これは IUPに在学してい

る学生が１対１、または１対２で課題レポートの文法チェックをしてくれたり、TOEFLや IELTSの練

習をしてくれる時間。私は英会話をしてもらうことが多かった。 

時差に慣れるまでは苦労した。日本時間の深夜になるので、起きて授業を受けるのは大変

だった。授業以外の時間では、週に１時間、現地の大学で日本語を勉強している学生と会話す

る時間があり、楽しかった＾＾ 

Media presentationと Academic literacyの 2 つのクラスを受講した。これに加え、ACE 

tutoring classも受講した。この授業は、IUPの学生がチューターとしてついて、課題などの英

語の勉強のサポートをしてくれる時間だった。授業内容は以下のとおりで、英語のスピーキン

グ力やリスニング力をブラッシュアップができたと思う。授業内容は、文系学部寄りの内容で、

自分が理系学部所属のため普段受けないような授業内容で新鮮に感じた。 

時差が約半日ほどあるため授業時間が遅く、宮崎大学での研究活動等を行いながら参加す

るのは、睡眠時間が削られるので大変だった。 

 

オンライン上の発表ツール（Prezi, Canva, WordPress）

を使用して、各自英語で発表を行う。 

 

◆学べること 

・上記オンラインツールの使い方 

・英語での発表の仕方 

・英語でのわかりやすいポスター、プレゼン資料、 

スライドの作り方 

・英語での質疑応答能力 

Media Presentation 

 

各自、テーマを決めて調査を行い、その結果をポスタ

ーにまとめる。 

（日本での研究室やゼミでの活動に似ている。） 

 

◆学べること 

・データを分かりやすく英語でまとめる方法 

・まとめたデータを分かりやすく英語で文章化する 

方法 

・文献の引用方法や研究で使われる英語表現 

Academic Literacy 

 

週に 2回、IUPの学生がチューターとしてついて、授業

の課題やレポート、英語の勉強のサポートをしてくれる。

この授業を申請した参加者と IUPのチューター学生で

ペアを作り、1コマ（75分）課題等に取り組む。 

授業時間以外にもチューターと連絡先を交換して、連絡

を取っていた参加者もいた。 

 

ACE Tutoring Class 

この他にも、IELTSの点数を

上げるための授業なども行

われていたようです･･･！ 


